
 



地域学校支援事業

幕
別
清
陵
高
校

協
働
融
合
事
業

イベント事業

地
域
貢
献
活
動

○札内スポーツセンター・農業者トレセン指定管理業務

○幕別町健康運動・介護予防運動等

保護者会

U-14

地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業

各
種
委
託
事
業

な
ど

U-10

長
期
ス
ク
ー

ル

U-12

ｽｸｰﾙ・ｻｰｸﾙ事業

U-13

サ
ー

ク
ル

短
期
ス
ク
ー

ル

チーム事業

U-11

- -

U-８

U-７

U-９

幹
事

幕別札内ＦＣ Spo-RE札内

サッカー

U-15

陸上

○北海道日本ハムファイターズ幕別後援会

○幕別町スポーツ少年団事務局　など

○学校体育支援（幕別町・池田町など）

○放課後教室支援（池田町）

保護者会

ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
開
催

ス
ポ
ー

ツ
大
会
開
催

【運営委員会】
○サッカーチーム委員会 ○スクール委員会
○サークル委員会 ○イベント委員会

運営委員（理事会より委託）、社員、事務局、指導者などで構成

【事務局】
クラブマネジャー （若干名）
事務局員 （若干名）

本クラブの組織は、理事会
と事務局を中心に、運営委員
会を開催し企画・運営をして
いく。
理事は理事会において選出

し、総会の議決を経て承認さ
れる。報酬は支給しないが、
常勤の職員には理事会の議決
を経て支給することができる。

【総会（正会員）】

保護者会幹事は、チーム所属選手
保護者より選出

【理事会】
理事長 笠谷直樹

理事 金子隆司・渡部尚樹・新倉榛名・小川祥之
髙木美佐子・上村篤・小松正直・小林鈴菜

【監査】
（道体育協会ｸﾗﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）

【顧問税理士】
中川会計事務所
（帯広市）

【顧問労務士】
社会保険労務士テラス

（札幌市）







2 ０２０年(令和２年)１０月１７日( 二第30464 号（1 ）

幕
別
の
「
運
動
部
活
改
革
プ
ラ
ン
」

国
の
委
託
事
業
に
採
択

「
幕
別
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
幕
別
札
内

ス
ポ
ト
ツ
ク
ラ
ブ

金

谷
沢
樹

理
事
長
）
が
提
案
し

た
1‐
1運
動

部
活
動
改
革
プ
ラ
ン
」
が
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
の

今
年
度
｀
詫

事
業

に
採
択
さ
れ
た
。
幕
別
清
腫

局

校
（
渾
田
慎
惚
校
長
）
と
の
連

携
を
軸
に

‐
1幼
小

甲
高
校
一
貫

指
導
体
制
の
構
築
」
「
高
校
生

が
介
圃

運
営
す
る
多
世
代
″
逞

動
部
の
創
設
」
に
取
り
組
み
、

池
域
全
体
の
ス
ポ
ト
ツ
カ
向
上

か
限

指
す
。
道
丙

か
ら
同
プ
ラ

ン

が
採
択
さ
れ
た
の
は
初
め

て
。

運
動
部
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て

は
、
顧
問
を
務
め
唇
教
職
員
の

長
時
間
労
働
や
、
教
職
員
に
競

技
経
験
が
な
く
専
門
的
指
導
が

で
き

な
い
な

ど
の
課
題

が
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
生
徒
に

と
っ
て
望
ま
し
い
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
構
築
へ
抜
本
的
改
革
を
進

め
て
い
る
。

２
.
珊

積

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

高
木
菜
那
、
美
帆
姉
妹
（
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
）
ら
多
く
の
五

輪
選
手
を
輩
出
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
岫
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
互

幕
別
町
で
も
、
少
年
団
や

部
活
鋤
の
指
導
肴
不
足
が
顕
在

化
。
昨
年
４
月
に
開
校
し
た
幕

別
清
陵
高
で
も
、
部
活
動
の
充

実
が
謀
題
と
な
っ
て
い
る
。

委
託
事
業
は
来
年
ａ

月
ま
で

で
、
事
業
費
と
し
て
約
５
０
０

万
円
が
補
助
さ
れ
る
。
事
業
の

調
査
・
研

究
は
。
同
ク
ラ
ブ
の

ス
タ
ッ
フ
や
同
校
教
諭
、
中
学

校
の
部
活
指
導
者
、
全
国
の
総

合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ

（
ｓ
ｃ

）
連
絡
協
離
会
幹
事
長

ら
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
進
め
る
。
ブ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
レ

タ
ー
と
し

幕
別
漓
陵
高
陸
上
部
は
６
月
か

ら
週「

回
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
幕
別
札
内

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
フ

と
の
合
同
練

習
に
汗
を
流
し
て
い
る

て

、
匁
孝

五
輪
指
0
1「
ス
ケ
ル

ト
ン
」
選
手
の
上
原
志
津
佳
さ

ん
（
鹿
追
町
）
を
雇
用
す
る
。

「
幼
小
中
高
校
一
貫
指
導
体

制
の
樽
築
」
で
は
、
幼
児
か
ら

高
校
生
ま
で
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
目
椋

を
収
尼
、
指
導
者
に

過
唄
な
負
担

函

蜜

な
い
指
導

方
針
の
検
討
を
進
め
る
。
Ｓ
Ｃ

と
の
連
携
で
顧
問
の
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
希
望

す
る
教
職
員
に
は
勤
務
時
間
後

に
同
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

指
導

に
当
た
る
こ
と
も
想
軍
ず

る
。す
で
に
同
校
陸
上
部
は
６
月

か
ら
週

―
回
、
札
内
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
同
ク
ラ
ブ
陸
上
チ

ー
ム
の
子
ど
も
だ
ち
と
合
同
練

習
し
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
専
門
的

指
導
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、「
多
世
代
型
運
動
部

の
創
設
」
で
は
、
部
活
に
所
属

し
て
い
な
い
同
佼
生
徒
や
、
さ

ら
に
活
動
を
広
げ
た
い
生
徒
ら

に
、
濤

勁
部
の
企
画
運
営
を
担

っ
て
も
ら
う
。
町
内
の
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ス
タ

ジ
ア
ム
の
協
力
も
得
て
、
将
来

的
に
は
高
校
生
だ
け

で
は

な

く
、
地
域
に
根
付
い
た
多
世
代

型
運
動
部
を
目
指
す
。

同
ク
ラ
ブ
の
小
田
新
紀
ク
ラ

プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が

豊
か
に
な
る
よ
う
、
幕
別
の
ス

タ
イ
ル

を
確
立
し
て

い
き
た

い
」
、
渕
田
校
長
は
「
こ

れ
を

契
機
に
今
の
部
活
動
の
在
り
方

を
改
善
し
、
働
き
方
改
革
に
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
し
て
い

る
。
　
　
　

（
潭
村
真
理
子
）

日
常

の
1
1な

ぜ
？

」
に
「
な

る
ほ
ど

」
ボ



一
部
活
動
改
革
へ
始
動
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ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
幕
別

札

内
Ｓ

Ｃ

が
初

会

合

冒

別
】
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
濤
勁
部
活
動
改
革
プ
ラ
ン

委
託
事
業
に
道
内
で
初
め
て
採
択
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

幕
別
札
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｃ
、
笠
谷
直
樹
理
事

長
）
は
２
日
、
札
内
ス
ポ
ト
ツ
セ
ン
タ
ー
で
第
１
圈
ヲ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
開
い
た
。
参
加
者
が
課

題
を
共
有
し
。
新
た
な
「
幕
別
モ
デ
ル
」
の
確
立
へ
思

い
を
新
た
に
し
た
。

モ
デ
ル
確
立
へ
課
題
共
有

国
は
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し

い
部
活
動
の
環
境
整
備
と

教
職

員
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
休
日

の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
原
移

行
な
ど
を
進
め
る
方
針
。

委
託
事
業
で
は
、
開
校
Ｘ
年幕別モデルの構築へ思いを共有したプロジェクトメンバー

目

の

幕
別

清

陵

高

校

（

潭
田

慎

也

校

長
）
と

の

連

携

を

軸
に
「
幼

小

中
高
校

一
貰

指

導

体

制
の

構

築

」
「

高

校

生

が

企

画

運

営

す

る

多

世
代

型

運
動

部
の

創
設

」

の

二

つ

を

進

め

る

。

地

域
人

材

の

効

果
的

な

活
用

な

ど

を
通

し

て

、

高
校

生

の
ス

ポ

ー
ツ

活

動

を

支

え

る

体

制

の

構

築

や
銕

城

鼻

体
の
ス

ポ
ｒ

’ツ

カ

向
上

鳶

は

指
す

。
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

メ

ン

バ

ー

は

、
Ｓ
Ｃ

全

叩

不

ツ
ト

の
袷
但

や
道

ス

ポ

ー
ツ

協

会

の

ク
ラ

ブ

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

ら
町

内

外
の

ス

ポ

ー
ツ

・

教

育
間

係

者

ら
で

構

成
し

、
こ

の
日

は
1
8
人

が
参

加

し

た

。

同

Ｓ
Ｃ

の

小

田

新

紀

ク
ラ

ブ

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

事

業

概

要
の

説

明

に

続

き

、
岸

田

校

長

が
同

校

の

部

活
動

を

取

り

巻

く

現

状
に

つ

い

て

紹
介

。
生

徒
の

加

入
率

が
半

数

程

度

に

と

ど

ま

る
こ

と

や

、

教
員

の

長

時

間

労
働

と

い

っ
た

課
題

を

挙
げ

、

全

学

年
が

そ

ろ

う

来
年

度

か

ら

は

部
活

環

境
の

一
層

の

充

実
に

取

ぴ

組
む

考
え

を
示

し

た

。

意

見

交

換
で

は

コ

熱

意

の

あ
る

）
先

生

が
転
勤

百

９
と
同

時
に

取

り

組

み

が

終

わ
っ
て

し

ま

う
ケ

ー

ス

は

多

々

あ

る

。
そ

れ

を

つ

な

い

で

い

く

の

が

Ｓ

Ｃ

」

と
の

指

摘

や

ど

の

取

り

組
み

が
う

ま

く

い

く

と
Ｓ

Ｃ

、

学

校

の

み

な

ら

ず
、

地
域

が

良

く
な

る

」
と

の

声

が
上

が

っ
た

。

烏

村

真
理

子

）

清

陵

高

の

鄙

活

連

携

を

視

察
道

教

委

【

幕

別

】

部
活

動

の
今

後

の

在

び

方

の

検

討

に

向
け

、

道

靫

委

の

柑
当

職

員

が
1
0月
2
9日

、

地

域

と

の

連

携

に
よ

る
取

り

組

み

の

モ

デ
ル

と
し

て

幕

別

清

陵

高

校

（
渾
田

慎
也

校

哲

の

活

動

を

視

察
し

た

。

同

咬

陣
王

部
は

専
門

の

指
導

者

が

不

在
の

た

め

、
６

月

か

ら

週

―
回

、
札

内
ス

ポ

ー
ツ

セ

ン

タ

ー
で
Ｎ

Ｐ

Ｑ

幕
別

札

内

ス

ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ

（
笠

谷

直
程

理

事

長

）
の

陸
上

チ

ー
ム

の
子

ど
な

た

ち
と

合
同

練
習

し

、
ク

ラ

ブ

の

ス

タ

ッ

フ

か
ら

専
門

的

指

導

を

受
け
て

い

る

。

こ

の
曰

は

道

教
僚

巡

料

貝
課

２

‐７
村

唯
乏

働

き

方

改

革

担

当

課

長

、

本
吉

恵

美

部
活

動
対

策

温

係

課
長

補

佐
ら
４

人

が
合

同

練

習

を

視
察

。
子

ど

も

た

ち

と

触
れ

合

い
な

が

ら
練

習

に

励

む
高

校

生

た
ち

に

「
学

校

で

の

練

習

内

容

は

」
「
合

同

練
習

に

道
教
委
職
員
の
詞
問
に
答

え
る
幕
別
清
陵
高
陸
上
部

の
生
徒
た
ち
（
左
’）

よ

呑

成

績
へ

の

影

響

は

」

な
ど

と

質

問
し

た

。

今

村

課
長

は

「
小

さ

な

于

ど

も
た

ち

の
面

倒

を

見

て

い

る
の

は

高
校

生
の

教

爵
活

動

と

し
て

も
と

て

も
い

い

こ

と

。

多

く
の

地

域
で

取

り

組

ん

で

も

ら

い

た

い
と

思

え

る

活
勣

す

紐

し

た

。

（

同

村

真
理

子

）



〔第2021 年(令和３年)１月２６日( 火曜日)(１ ９)

幕
別
清
陵
高
の
全
生
徒

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
に

【
幕

別

】
幕

別

躊

陵
高

校
（
潭

田

慎

也

校
尋

は

新

年

度

、

全

校
生

徒

を
総
乙
最

地

域

ス

ポ
ト

ツ

ク
ラ

ブ

「
幕
別

札

内

ス

ポ

ー

ツ

ク
ラ

ブ
」

の

会

員

に

登

録

す

る

。

教
育

活

動
に

お

け

る
生

徒

の
移

動
手

段

の

確
保

や

教
員

の

長
時

間

労
働

な

ど

の

課

題

解
決

を
図

る

と
と

も
に

、
地

域

で
生

徒
の

ス
ポ

ー

ツ
や

文

化

清

勁
を

支
え

る

持
続

可

能

な

体

制

づ
く

り

を

目

指
す

。

同

校

は
２

０
ｔ

９

年

４
月

に

開

校
し

、
今

年
４

月
で

人
考

學

年
が
そ
ろ
う
。
ク
ラ
ブ
会
費
は

３

年
間
で
１
人
５
０
０

０
円

（
―
・
２
旱

ほ

年
間
２
０
０

０
円

、
３
年
生
は
同
１
０
０
０

円
）
で
、
幕
別
町
か
ら
同
校
教

膏
振
興
会
へ
の
補
助
金
を
充
て

る
。ク
ラ
ブ
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
。
部
活
指
導
に
よ
る
教
職
員

の
畏

時
間
勤
務
の
解
消
が
期
待

さ
れ
る
ほ
か
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

や
ス
キ
ー
授
業
で
は
ク
ラ
ブ
ス

タ
ッ
フ
が
場
所
の
予
約
や
議
師

派
遣
の
手
配
を
し
、
学
校
の
負

教職員負担軽減

バス送迎も可に

担
怪
減
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
生
徒
が
ク
ラ
Ｚ

羅

と
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
課

題
だ
っ
た
部
活
勁
の
大
会
や
校

忿

ｔ
習
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
の
際
の
移
動
手

段
と
し
て
同
ク
ラ
ブ
の
パ
ス
に

よ
る
送
迎
が
可
能
と
な
る
。

Ｔ
万
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
専

門
的
指
導
な
ど
で
協
力
す
る
ク

ラ
ブ
側
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
な
く
、
会
費
を
納
め
て
も
ら

う
こ
と
で
持
続
可
能
な
仕
組
み

を
整
え
て
い
く
。
部
活
指
導
は

順
次
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
、
希
望

す
る
教
職
員
に
は
勤
務
時
間
後

に
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

部
活
動
や
地
域
の
小
畑
生
ら
の

指
導
を
担
っ
て
も
ら
う
。

将
来
的
に
は
運
動

部
の

ほ

か
、
同
ク
ラ
ブ
が
窓
口
と
な
っ

て
地
域
の
人
材
を
紹
介
し
、
生

徒
や
地
域
の
旱
と

も
た
ち
の
文

化
系
活
動
の
充
実
に
も
つ
な
げ

た
い
考
え
。
障
田
校
長
は
「
課

聊

迄

這

し
な
が
ら
一
つ
の
形

－

―

－

‐

－

を
つ

く

っ
て

い

き

た

い

。
で

き

る
こ

と

か
ら

取

ひ

組

ん
で

い

け

れ

ば
』

と
話

し

て
い

る

。

同

ク
ラ

ブ
は

今
年
『

ス

ポ

ー
ツ

庁

委

託
事

業
の

「
珊

勣
部

活
勁

改

革

プ
ラ

ン
」

に

採

択
さ

れ

、
全

淮
の

教

育

・

ス

ポ
ー

ツ

関
係

者

で
つ

く

る
プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

ミ

ー
テ

ィ

ン

グ
で

、

地
域

一

体
と

な

っ
た

部

活

動

の

在
ひ

方

な
ど

に

つ
い
て

調
査

・

実

践
し

て

い

る

。
　
　（

脚

村

真

理
子

）

－

‐

－

―

－

－



☆

・

・

☆

・

・

・

・

・

☆

・

☆

☆

☆

☆

☆

①

②

③ ☆

④

⑤

①

②

③

④

⑤

選手の将来のために

勝つこと・育てることのバランスを考えながら

競技である以上、いかなる試合でも常に勝利を目指すが、クラブ活動の「目的」ではない。

目先の勝利を得るために、将来の大きな成長を阻害しない。例えば、けがや痛みのある選手を

科学的に証明されており、諸外国では当たり前のこと。

⇒　生活習慣をより良く

　○「学業」との両立

　○バランスの良い「食事」

総合型クラブとしての理念追求

無理に出場させる、その時点での能力や体格に勝る選手に偏るというような選手起用をしない。

様々な「体験」の蓄積

知る楽しさ　　　　（知らなかったことを新たに知る・・・知識の習得）

子どもの頃の様々なスポーツ体験、生活体験の重要性が叫ばれています。

総合型クラブとしての一貫指導動く楽しさ　　　　（活動欲求が満足できる）

かかわる楽しさ　　（仲間との支え合い高め合い、コミュニケーション能力の向上）

できる楽しさ　　　（できないことができるようになる・・・技術の習得）

わかる楽しさ　　　（動き方がわかる・・・戦術理解）

次のステップアップに向けて、選手一人ひとりがそれぞれ夢と希望を持てるようにすること。

選手の成長（発育や発達含む）を見極めながら、各年代で身に付けるべきことを優先。

Players First（ﾌﾟﾚｲﾔｰｽﾞ ﾌｧｰｽﾄ）：何事も、選手たちにとって何が一番良いのかというという

基準で考える。　⇒　選手を甘やかす、自分勝手を許すということではない。

現時点での能力だけを観るのではなく、将来新たな能力を身に付けた時の姿を思い描きながら

一人ひとりの選手に関わる。

付けられるよう促していく。

「観て、自分で判断してプレーする楽しさ」を得る

良い習慣の追求

チームや仲間、支えてくれる方に貢献しようとする「努力･心構え･やる気」の育成

【解決法を「与える」のではなく、自ら「見出す」能力を育てる】

・コーチからの発問に対し…選手が自分で考え…解決策を見出す。

　　　　　　　　（選手自身が判断する能力を磨く）

・「知識」を獲得するだけではなく、獲得した「知識」を活用・応用し、

物事に対して、いつ、どんなときでも的確に対応できる「知恵」を身に

コーチングの目的

サッカーの「楽しさ」を伝え、クリエイティブでたくましく、豊かな人間性を育む。

楽
し
さ

『ON THE PITCH』(オン･ザ･ピッチ　試合・練習など)

⇒　クリエイティブでたくましいプレー、選手同士の話し合いによる課題解決

『OFF THE PITCH』(オフ･ザ･ピッチ　試合・練習以外など)

　　　　　　NPO法人幕別札内スポーツクラブ

選手一人ひとりの能力と、チームの評価

総合型クラブとしてのやくそくごと

　○その場に適した「挨拶」

　○適切な「休息」

考え方・コンセプトを全スタッフが共通理解のもと幼児から中学生まで指導にあたる

長期目標・短期目標

年間、月間、週間のトレーニングの目的と内容

他分野からの視点で選手の多様性を見出す

「知・徳・体」ではなく、「体・徳・知」を。

「成功体験」と「失敗体験」のバランス

大人が見守り、寄り添い続ける。

我々が最も大事にしていることの一つです。

多くの仲間の中で、子どもたちは自然に育む。様々な立場の仲間との交流。

（一人ひとりがみんなを成長し、みんなが一人ひとりを成長させる）







吋づ:第３裡男児物認可(土 曜 日〉2 ０２１年(令和３年)２月２７日(２ ３)

五

禁

雲

う

享

鳶

。

幕
別
出
身
３
選
手
の
両
親
語
る

【

幕
別

】
里

示
五

輪
マ

ウ
ン

テ
ン

バ
イ

ク
競

技

日

本

代

表
の

山
本

幸
平

選

于

り
幕

別

町

出
身

の

夏

季

オ

リ
ン

ピ

ア

ン

ー
人

の

両

親

に

よ

る

ト

ー

ク

シ

ョ

ー

（
幕

別

町

。
同

町

教
委

主

催

）

が
祁
一
日

、

町
百

年

記

念

ホ

ー
ル

で
開

か

れ
た

。
選

手
の

幼

少
時

代
や

、

親
と
し

て

の

選

手

や
競

技

と
の

向
き

合

い

方
に

つ

い
て

語
り

、
7
0人

余

り

の

来
場

煮

が

興
味

深

く
耳

を

傾

け

た

。

「
子

ど

も
の

ス

ポ
ー

ツ

を
支

え

る

た

め
の

研

修

窓

と
し

て

開

催

。
山

本

選

手

の

父

哲

也

さ

ん

と

母

美

智
子

‘一
‘ん

、

陸

上
の

福

島
千

里

選

手

の

父

輝

ぎ

ぐ
ん

と

母

玲
子

さ

ん

が

登
壇
し

、
女

子
７

人

制

ラ

グ

ビ

ー
の

桑
井

亜

乃
選

手
の

父

健

志
さ

ん

、
母

法

子

さ
ん

が

オ
ン

ラ

イ

ン

で

参
加

し

た

。

山

本

選
手

は

野

球

や

剣

道
、

福

島

選
手

は

ス

ケ

ー

ト

や

ピ
ア

ノ

。
桑

井

選
干

は

陸
上

や

ア

イ

ス

ホ

ッ
ケ

ー

、
日

本

舞

踊
な

ど

３

選

手

は

子

ど

も
時

代
に

複
数

の

競

技
や

習

い

事

を

経

験

。
桑

井

選

手

の

母

法

子

さ
ん

は

「
本

人

が
や

り

た

い
こ

と
は

や

ら
せ

て

い

た

」

と
し

。
３

選
手

の
両

親

い

ず
れ

も

本

人
の

希
望

を

尊

重

し

て

い

た
ｙ

語

っ
た

。

福

島

選

手
は

小

規

模

校
の

糠

内

小

に

通

っ

て

い

た

た

め

、
輝

辛

ご
ん

は

ぶ

ろ

ん

な

友

達
を

つ

く

つ
て

も

ら

い

た

い

と
い

う

思

い

で

、

い
ろ

ん

な

ク
ラ

ブ
に

入

れ

さ

せ
て

も

ら

っ
た

」
と
し

、

玲

子

さ

ん

は

ズ
町

外

で

の

陸

上

や
ス

ケ

ー

ト

練

習
に

参
加

ず

る
た

め

）

送

り

迎

え

ば

か

り
し

て

い

た

。

ご

飯

を

食

べ

る

時
間

が

な

い
の
で

、

一
口

お
に

ぎ
り

を

作

っ
て

車

の

中
で

食

べ
さ

せ

て

い

た

」

と

振

ぴ

返

っ

た

。

会

場

か

ら

「
幼

少

期
に

さ
ま

ざ

ま
な

ス

ポ
Ｆ

ツ

に

打

ち

込
ん

｢本人のやりたいこと尊重｣

だ
こ
と
が
生
か
さ

れ
て
い
る

か
」
と
の
問
い
が
あ
り
．
山
本

選
手
の
父
哲
也
さ
ん
は
「
釧
道

や
卓
球
で
瞬
発
力
や
バ
ラ
ン
ス

ト

ー
ク

シ

Ξ
－

に

参

加
し

た

（
右

か
ら

）
山

本

、
福

島
、
桑
＃

３

選
手

の

両

親
（
2
6日

、
幕

別

町

百

年

記

念

ホ

ー

ル

で

。
小

山
田

竜

士

撮
影

）

図

動

画

は
電

子

版

で

・

・

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

・

（

が

聾

わ

れ

た

の

で

は

な

い

か

）
」
。

食
事
に

関

す

る

質

問
で

は

、
山

本

選
手

の

母

美

智
子

さ

ん

が

「

高
校

生

の

頃

か

ら

揚

げ

物
は

食

べ
て

い

な

い

」

と
ス

ト

イ

ッ

ク
な

一
面

を

明

か
し

た

。

バ

ド
ミ

ン
ト

ン

に

打

ち

込

む

中

高

生

の
ヱ
しを

持

つ
町

内

の
露

木

雪
絵

さ

ん

（

幻
一
）

は

面

技

に

つ

い

て

は

指

導

者
に

任
せ

て

口

出

し

し

な

い
こ

と

や

、

大
変

な

送

迎

も
楽
し

む
こ

と

が

大

切

な

ん

だ
と

思

い

ま

し

た

」

と
話

し

て

い

た

。

（

潭

村

真
理

子

）



子どもたち伝えたいこと

『最初からスケートばかりをやっていたわけで

はない。小さい頃から、いろいろなことをやって

きた。』

『何か一つのことを極めていこうというとき、

何か壁にぶつかった際に、いろいろしてきた経

験が役に立った。』



親として避けるべし：大学生アスリートに聞いた「子ども

のころのスポーツの最悪な思い出」

子どものスポーツの大会などを見に行くと、横柄な親の姿が目につきます。あからさ

まに、審判をやじったりコーチをバカにしたりして、子どもに恥ずかしい思いをさせる親

もいます。でも、困った親はそれだけではありません。善意からの行為が、無意識の

うちに我が子のスポーツという体験を台無しにしているケースもあるのです。よかれと

思ってやっているだけに、むしろこっちの方がやっかいなのかもしれません。

Proactive Coaching LLC のブルース・E・ブラウン氏とロブ・ミラー氏は、かつてスポー

ツコーチをしていた経験をいかし、学校などで大人向けの講演を行い、知らず知らず

のうちに困った親にならないための方法を伝授しています。2 人は数百人の大学生ア

スリートを対象に、子どものころにあったスポーツにまつわる最悪の思い出を調査し

ました。その結果、「試合終了後に親に送ってもらう車の中」という答えが圧倒的に多

かったのです。

その理由は、「まだ汗も乾いてないうちに」、親が試合内容についてあーだこーだ言う

からではないかと言われています。試合直後の子どもにとっては、 勝ち負けは関係

なく、自分のプレーやコーチの采配などについてグダグダ言われるのが嫌なのです。

観客でも偽コーチでもなく、「親はただの親であってほし い」のが子どもたちの願いだ

と、ミラー氏は言います。

スポーツとは、子どもの人生において、「好きなようにやりなさい」と親に言ってもらえ

る数少ない場所です。彼らにとっては、リスクを取り、失敗に対処するのに、これほど



いいチャンスはないでしょう。なぜなら、スポーツの結果は致命的にはなりえないから

です。あくまでもスポーツはスポーツ。ですから、 スポーツで何かうまくいかないとき

に、わざわざ親に出てこられるのは子どもにとって嫌なことですし、その必要もないの

です。

所属しているチームが安心できる環境だと確信したのなら、あとはすべて、コーチと試

合の成り行きに任せてください。成功も失敗も、すべて子どもたちのものなのです。

親として言ってもいいのは「君のプレーを見てるのが楽しい」。それだけです。余計な

口出しはしないで、ただ楽しむべし。筆者の個人的な見解としては、これはスポーツだ

けに限ったことではないような気もしますが。



中学 中学 中学

小学 小学 小学

① ①

②

③

※ 振込先

（手数料は自己負担）

＝

年間合計

（一括払い）

但し、一定の人数に満たない場合は、振込もしくは直接手渡し。

月会費

￥4,000/月 不要＋

口座振替申込書を提出。（用紙は用意します）

毎月、20日に口座から振替させていただきます。

家族会員となりますので、兄弟姉妹については二人目以降は不要ですが、ユニフォーム代

については、個々にかかるものですので、全ての選手が対象となります。

入会金

（年度当初）

年間合計

（月払い）

＝＋
¥7,000

¥15,000

¥55,000
新　規

¥63,000

（家族会員となります）

≪納入方法≫

入会前日までに振込もしくはスタッフに直接手渡し。

古封筒にお名前を記入願います。（説明会時でも可能）

☆４月一括納入の場合は1,000円引

きとなりお得です！

（途中退会の場合、居住地移転等に

より明らかに継続が困難である際は

返金可能です。）

【一括納入】【口座振替】

帯広信用金庫の口座を開設していただく必要があります。

･･･

･･･継　続 ¥48,000

￥4,000/月

【金融名】帯広信用金庫 【支店名】中央支店 【種別】普通

【口座番号】１２６２１４１

【名義】特定非営利活動法人幕別札内スポーツクラブ

¥54,000

¥62,000

月々の支払は、原則、前月の20日までとなります。

¥47,000



 ②大会運営の当番にあたった際の、設営・記録・撤収の役割分担調整

☆
【留意事項】

大会時のチームテントなどの設営や撤収では、可能な限り子どもたちも参加し

４．

１．

２．

 ③クラブイベント時や納会などでの役割分担調整

学年２名以上の幹事選出など

 【主な業務内容】

大会日に合わせて...など日にちは各学年の判断で自由。

                                など

「みんなで」活動ができるようにしてください。（時間がかかっても構いません）

各学年において、少なくとも年１回の懇親会開催 （ノミニケーション！！）

３．

幕別札内FCに関する全ての活動の支援

クラブ主催大会やイベント時など、クラブ本体の運営に関する活動の補助
 （例）「みんなでサッカー＆焼肉」は保護者の会主管

 ①大会時などのテント・チーム旗などの運搬や保管の役割分担調整
  （クラブハウスや車庫などに保管可能）

○学年幹事は各種業務での連絡・調整（学年間ならびに他の学年とも）

学年幹事さんはあくまでも連絡・調整役であり、基本的には全ての保護者の皆様で
子どもたちの活動、クラブ運営を支えていただきます。
弊クラブの理念は『支え合い』です。他人任せや幹事任せといった考え方で関られ

る方は、弊クラブには向かないと思われます。



【書式1】応援登録団体募集要項 

イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン 応援登録団体募集要項 

１．キャンペーンの趣旨､目的  

イオン全従業員が地域への社会貢献活動をおこなう「イオン・デー」（毎月 11 日に開催します）に、地域で活躍されている｢ボランティ

ア団体｣などに対して、イオンがその活動に役立つよう物品をもって助成するものです。 

２．キャンペーンの内容 

標準的な登録期間＊ 

登録 

開始月 

登録

終了月
贈呈月

3月 8月 10月

9月 2月 4月

＊12 ヶ月を登録期間とする店舗

もあります。 

 

 

３．助成先団体の基準  

助成先団体としてお申込みいただくためには、次の基準１～基準４までを満たすことが必要です。 

基準１）団体の活動分野 （活動内容が次の５つの分野のうちいずれかにあてはまる） 

 活 動 分 野 活 動 事 例 

１ 福祉の増進を図る活動 
お年寄り・障害者の介護、福祉施設、点訳・手話・朗読サークル、授産施設、
養護学校、盲学校、聾学校、フリースクール 

２ 環境保全・環境学習の推進を図る活動
リサイクル推進活動、環境教育活動、自然保護保全活動、地球温暖化防止活
動、動物保護 

３ 街づくりの推進を図る活動 町の清掃活動、緑化活動、景観保持活動、事故防止・町の浄化活動 

４ 文化･芸術の振興を図る活動 
伝統芸能の保護活動、文化事業の推進、芸術ボランティアの育成、地域に根
ざした国際交流・協力活動 

５ 子供の健康と安全の増進を図る活動 
スポーツを通した子供の育成活動､ボーイ/ガールスカウト、こども会など子
供の育成を目的とした各団体の活動 

※これらの活動分野の推進を行っている学校も対象とします。 

基準２）店舗の近隣にて過去6ヶ月以上の活動実績があり、活動分野の目的を遂行しながら、今後も継続的に活動できる団体。 

基準３）申込時に「団体登録申込書」「活動内容報告書」を提出、登録時に「団体登録承諾書」を提出し、定期的に「活動内容報告

書(半年に 1回)」を提出できる団体。 

基準４）イオンデーの店頭活動、その他必要に応じて交流活動ができる団体。 

４．お申込みの前に  

１．団体の活動内容や状況によっては、登録のご希望に添えないことがございます。 

２．登録は、「1団体1店舗のみの登録」とさせていただきます。（但し、イオンリテール㈱店舗とマックスバリュ各社店舗など、

運営会社が異なる店舗への複数登録は可とさせていただきます。） 

３．基準を満たす団体が多数の場合、抽選や入替制などの方法を採用させていただく場合がございます。 

５．団体登録申込方法  

「団体登録申込書」・「活動内容報告書」の入手方法 
黄色いレシート実施店舗のサービスカウンターでお受取りいただくか、次のウェブページの書式を印刷することができます。

(http://www.aeon.info/environment/social/aeonday/form.pdf) 必要事項をご記入ください。 

申込書の受付場所・受付期間 
登録を希望される店舗のサービスカウンターにお持ちください。電子メールなどによる受付は行っておりません。 

受付は年間を通して行なっています。 

受付から登録まで 
店長･従業員による面談後、登録の有無を決定し、書面にて連絡いたします。 

半年毎（店舗によっては１年毎）に、応援する団体を決定します。次の期間も登録を希望される場合は、その都度「団体登録

申込書」「団体登録承諾書」「活動内容報告書」をご提出いただきます。 

６．贈呈品に関して  

基本的に「イオン 幸せの黄色いレシート」実施店舗で販売されている商品から団体の活動目的に必要な品物を、贈呈額に

応じてお選びいただきます。 



年 月 日

〒 －

賛助金 口 円

E-mailアドレス

ご担当者氏名及び部署

（法人・団体の場合のみ）

ご担当者氏名

部    署    名

電話番号

FAX番号

（ ） -

（ ） -

賛助会員入会申込書

※　御芳名の表示を希望されない場合は、以下にレ印を記入してください。
□ 外部に一切表示しない 　□ 印刷物への表示をしない　□ ＨＰへの表示をしない

ご住所

お名前

（ふりがな）

御芳名の掲載名



趣 意 書 
 

NPO 法人幕別札内スポーツクラブ 賛助会員（寄附金）様の募集 

 

2021 年吉日 

 

地域の皆様には、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素はひとかたならぬ御愛顧を

賜り、厚く御礼申し上げます。NPO 法人幕別札内スポーツクラブの主旨に賛同いただき、クラブを

支え、応援団となってくださる方を募集しております。クラブ活動をはじめ、より一層の青少年健全

育成、地域住民の健康増進等のために活用させていただきます。 

 

【クラブ理念】 

 

 

 次世代の地域社会づくりを担う子どもたちを中心にして、幕別町にゆかりのある人々が、いつで

もどこでも、個人の能力と欲求に合わせて、サッカーを中心とした様々なスポーツや文化的活動が

楽しめる環境をつくる。お互いにファミリーとして支え合い、人間性豊かな子どもたちの育成なら

びに地域づくりに努める。 

 

 

ご寄付を頂きました皆様のお名前ならびに企業名等はクラブのＨＰ、広報誌、その他に掲載し公

開させて頂きます。（公開を希望されない方は申しつけください。） 

 

－ 記 － 

 

☆賛助会員（寄付金）   １口 （個人）２，０００円 （法人）１０，０００円 

☆寄付金の要領 

（１） 依頼訪問者に直接渡して頂く方法 

（２） お振込いただく方法  ※振込手数料分を差し引いてお振込ください 

【口座名】帯広信用金庫 札内支店 普通１２６３３６９ 

           特定非営利活動法人幕別札内スポーツクラブ 

 

☆寄付金の期間 

      ２０２1 年４月１日以降随時 

（毎年４月１日以降、新年度の応募を行う予定でおります） 

☆お問合せ先 

  〒089-0531 北海道中川郡幕別町札内暁町287 番地 

   TEL 090-5953-8678（渡部） FAX 0155-56-4083 

  ホームページ：http://satsunaisc.east-hokkaido.co.jp/ 

  E-mail：ecsproject21@gmail.com 

幕別札内スポーツクラブ

\\\\\ 

検索 



１．

【アプリ】　

　　　　【日常活動に関わって】　

電子メール・ＨＰ・ブログ・SNSの活用について

　配布物について、基本的にはパソコンの電子メールでの配信とします。但し、お持ちでない場

合は、ＦＡＸなどの対応をとります。

　また、皆様から指導者への連絡につきましても、有効にご活用ください。

hrn2ikr.0323@gmail.com　 （新倉）

（緊急性のあるもの等は電話連絡でお願いします。メールを確認するには時間がかかる場合があります。）

　今後事務作業の軽減・経費の削減のため、できるだけメールアドレスの取得をお願い致します。

　なお、連絡をいただく場合は、必ず選手名を明記されるなど

どなたからか分かるようにお願いいたします。

　（例）「○○です。」→　×　　　

　　　　「Spo-RE札内4年生の○○」です。→　○　

        E-mail： ecsproject21@gmail.co.jp  （小田）

【Twitter】　ユーザー名　@spo-re2000

              アプリダウンロード！⇒

　　　　　　　 tumire0217@gmail.com　（渡部）

　さらに、クラブの活動に関ることを各種SNSで紹介しています。

【ブログ】　http://satsunaisc.east-hokkaido.co.jp/blog/

【Facebook】ブログ同様の内容をアップしています。

【インスタグラム】　makubetsu_satsunai_sc

mailto:ecsproject21@gmail.co.jp%20%20（小田）


２．

３．

４．

５．

名簿兼連絡網について

　確認いただく意味で、年度ごとに必ず承諾書を提出していただきます。

練習参加について

①必ずしも毎日参加しなければいけないものではありません。他の習い事、体調不調、用事などに

合わせて、無理のないよう参加してください。様々な分野へのチャレンジを推奨しています！

　個人情報が掲載されておりますので、取り扱いには充分気をつけて下さい。

　また、最後まで確実に回るようご協力お願い致します。（年に数回使用の可能性があります）

承諾書について

③練習を休む場合の連絡

【小学生】基本的には必要ありません。もしケガや長期で休むなど特別に連絡を入れておいた方が

　　　　いい場合はご連絡願います。

　　　　　但し、大会やイベント等を休む場合は、必ず理由とともに選手自身で担当スタッフに連

　　　　絡をさせてください。（電話もしくは直接）

【中学生以上】連絡が必要です。その都度、選手自身で担当指導者に電話連絡をさせてください。

②持ち物

・ボール（小学生…４号、中学生以上…５号）　・タオル　・飲み物　・温かい服装

・運動できるシューズ（できればスパイクシューズで）　・レガース（すねあて）

・その他必要と思われるもの

【小学生】共通→赤、４年以上→黒も追加　　　　【中学生】共通→赤・青

④雨天の場合

天候の状況によって中止の可能性もあります。メールもしくは連絡網で連絡いたします。

（原則1時間前に判断しますが、練習直前に急に中止になることもあり得ます。）

ソックスの購入について



6． その他

○　自分のことは自分でやれるように促してください。

○　子どもたちの活動を通して、大人たちも思いっきり楽しんでください！！

　　それが、また子どもたちにも返っていきます。

○　常日頃より、バランスの良い食事が摂れるようご配慮をお願いいたします。

　　（遠征では原則完食です！！急には食べられません。普段の意識付けです）

　　（「家で何度言っても食べないんですよね～」は責任逃れです！）

○　子どもたちは大人の操り人形ではありません。「子どもたちは、子どもたちの中で育つ」

　　という意識で寄り添い・見守るスタンスでお願いいたします。

○　たくさんたくさん誉めて、励ましてください！もちろん時には叱咤激励も！！



１．

２．

３．

【大会参加に関わって】

　大会参加に関わって、円滑な大会運営と子どもたちの育成のため、下記の点において、ご理解とご

協力をよろしくお願い致します。

管内では、まだまだ新規チームですので、より一層ご配慮のほどよろしくお願いいたします。

ユニフォームについて

　クラブの所有物となりますので、取り扱いには充分気をつけてください。

　返却時は洗濯をして所定の袋に番号が見えるようにきれいにたたんで入れてください。

　（ユニフォームを返却していただく際は、その都度連絡いたします。）

駐車ならびに大会運営での当番について

「少しぐらい」「自分ひとりぐらい」といった考え方は絶対にやめてください。

これまで当クラブの保護者の皆様はルールを厳しく守ってくださっていました。

良き伝統を受け継いでいけるようご協力お願いいたします。

　※サイドコーチングとは、監督・コーチ以外の人間が選手の判断にまかせない指示を

　　すること。（監督・コーチであっても望ましいことではない。）

　　例えば、パスの指示、ポジションの指示など、チーム及び選手に対する戦術的助言

　　を指す。

　サッカーの育成においても、「教えすぎ」について指摘され、『判断力』がなかなか身につかな

いということがスポーツ界・教育界での課題となっています。また、指導者・選手は、各大会各試

応援について

　近年、サッカーでは、保護者の応援について危惧されています。

「チームに係る周囲の保護者からの罵声やサイドコーチング及び審判の判定に異議を示し、

主審及び副審から一度注意を受けた後に再度注意を受けた場合（一度目の異議が悪質な

場合は一度で）、その当事者をその試合から退席させ、監督を３分間の一時退席とする。」

合ごとにねらいを持って臨んでいます。大事なことは単に勝ち負けではありませんので皆様の応援

も、選手を励ます応援、失敗を受け止める応援を、『楽しみながら』よろしくお願い致します。



４．

　２０００年６月　北公園において札内北小学校３年生４～５名で始めた同好会

お母さん方。

　みんなが、このクラブの『原点』を忘れずに、スポーツをサッカーを楽しんでいきましょう！

　「絶対に学校のグラウンドは使用させないよ。」の声。

　「札内スポーツセンターはサッカーボールは使用禁止。」

　「遠征なんて何で行く必要があるの？」

　それでも、子どもたちのためにご足労いただき、地域からの理解を得てきたＯＢの保護者の皆様

　子どもたちがどんなにミスをしても「いいよ！　いいよ～！！」といつも誉めてくれていた

　いまだにあのゴールは忘れられないクラブ史上でも大切にしていきたいゴールだと思っています。

　※この年は・・・結局、冬のフットサルになって初勝利！！

　小学生チーム創設時は、

　そして、公式戦出場２大会目。ついに初ゴール！！

　”ずっとサッカーをやりたかったけど、やる勇気がわかず、みんなより、さらに遅れて入った子”

　ゴールネットにす～っと入っていく間、そして決まった瞬間、選手・保護者・ベンチの想いが

完全に一つになった時でした！！

　そして、相手チームの保護者からも喜びの声。「味方にも」「相手にも」喜ばれたゴール！！

　２０００年８月　少年団設立

　２００１年４月　チーム協会登録

　２００１年５月　初の公式戦　４８チーム中４８位（無得点　47位･48位決定戦０－１１）

　サッカーを始めて半年ほどしか経っていない子達で試合出場。十勝管内最弱なチームでした。

原点を忘れずに・・・（重要）



１．

（例）

２．

他にも、知人で「～ができる方がいる」という場合でも、お知らせください。

選手名

「大きなトラックが手配でき、ゴールを運べる。」「～の関係には、格安でできる。」「～には顔が利く。」

「パソコンが得意で～ができる。」など・・・。

どんなにささいなことでも構いません。

子どもたちの豊かな活動のお手伝いができませんか？

※指導の経験の有無やサッカー経験の有無は全く必要ありません。土･日に時間が空いていて、子どもの側に

寄り添い見守っていければと願います。

　今後、さらにこのクラブが発展し、地域に根ざしていくためにも、みなさんの大きな力が必要です。

そこで、どんなことでも構いません。みなさん一人一人のできる限りの力をお貸しください。

みなさんで、子どもたちの活動のためにご協力いただけることがあれば、ご記入願います。

「仕事柄、バスや遠征先の手配ができる。」「仕事柄、除雪の機械を持っており、使用できる。」

地域で子どもたちを育てる

　各中学校区という枠にとらわれず、同じ十勝地域に住む子どもたちを「地域全体で育てよう」というこ

とを目指して活動しています。今後も、これまで以上に私たち大人が、子どもたちをしっかりと受け止め

   寄り添うことができるだけで構いません。

※「サッカーについては未経験でも、他のスポーツの経験があり、その知識を生かすことができる」（陸上系など）

※「スポーツではないけど、『～体験』みたいなものができる」

※指導のお手伝いができる方は、できる曜日や時間帯なども分かればご記入願います。



2021 年 月 日

㊞

特定非営利活動法人幕別札内スポーツクラブ

保護者氏名

私は、幕別札内スポーツクラブの活動において、以下の点について承諾いたします。

選手氏名

３）対象者の保護者の許可を得ずに、他の子どもを送迎しない。

理事長　笠谷直樹　宛

幕別札内スポーツクラブの活動に関する承諾書

　（但し、ケガなど緊急の場合で「保護者に連絡がつかない場合」はこの限りではない）

　　の支援をする。

２）やむを得ず他の方に依頼しなければならない場合、送迎中の事故などがあった場合で

４）大会参加に際しては、主催者の決めたルールを厳守する。

５）「クラブ理念」「クラブが目指すこと」を理解した上で、子どもたちの活動に最大限

　　も依頼した者の責任とする。

１）自家用車等を使用して送迎する場合は、原則的に保護者自身が行う。
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